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「人間は考えることが少なければ少ないほど余計にしゃべる」 

（モンテスキュー／フランスの哲学者） 

人は、他人に「ものごと」を伝える時、伝える側にしっかりとした根拠や自信が無いと、ついつ

い言葉数が多くなります。我々教師も同じです。言葉少なく、子ども達の動き出しをじっと待つ。

簡単なようで実は高度な技です。 

「転ばぬ先の杖」がありすぎるのも・・・。保護者、地域の皆様とも一緒に考えていきたいお話

です。 

９月には、線状降水帯による１時間に 100mm を超える雨量を経験しました。そんな大雨は遠い地

域の話と高をくくっていましたが、いざ、目の前に現実が現れると恐れおののくばかりでした。幸

い、当日は休校。雨が強くなったのも夕方ということで、児童や学校施設には大きな被害はありま

せんでした。しかしながら市内ではお一人の方が亡くなり、学区内でも道路陥没や鮎川の越水等が

確認されました。この経験により子ども達には「自分の命は自分で守る」「被災した際は自分にで

きることを探す」という２つのことを身につける契機にしたいと感じました。 

１０月になり、空が高く、風にそよぐススキの姿や木々の葉の色づきに秋の訪れを感じるように

なりました。季節が良くなり、芸術活動、スポーツ、学習と何をするにもピッタリの秋です。 

これから各学年とも、宿泊学習や校外学習等の日常ではない学びの機会が計画されています。ご

家庭におかれましては、この機会に「何ができるようになった？」「行く前と比較して、考え方にど

んな変化があった？」「どうすれば良かった？」「お友達はどう思っているかな？」等、発達段階に

合わせた言葉で会話し、子ども達の思考の整理をしてあげていただきたいと思います。正解はあり

ません、一人一人が最適解を様々な角度から探る試みをしてもらいたいと思います。 

成沢小の子ども達の笑顔のため我々教職員一同精進して参ります。保護者の皆様、地域の皆様に

おかれましては、今後とも、ご理解ご協力、ご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

成沢小学校長 熊谷智仁 

１0月になり、本年度も折り返し地点を迎えました。芸術活動に、スポーツに、読書に、何をするにも過ご

しやすい季節です。９月 15・16日には６年生の修学旅行がありました。全員出席で、体調を崩す児童もなく、

歴史の重みと自然の豊かさに触れあうことができました。そして何より、友と過ごした中身の濃い２日間は忘

れられない思い出となったことと思います。 

さて、今月も５年生の宿泊学習をはじめ、遠足、校外学習、工場見学等、体験を通した学習の機会が目白押

しです。まだまだ油断はできない状況ではありますが、ウィズコロナということで、感染症対策を施しながら

実施してまいります。コロナ禍では、特に体験的な活動が制約されてきました。今回、修学旅行に参加し、や

はり直接体験し、肌で感じる大切さを痛感しました。 
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修学旅行の思い出 

９月 14日（木）15日（金）に、６年生の修学旅

行がありました。日光東照宮や華厳の滝の美しさ

や歴史を感じることできました。日光江戸村では、 

班ごとに楽しく活動しました。    



教育実習生が来校しました 

 

 

    
 

みんなでグランド整備をしました 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

パンポン講習会を行いました～運動クラブ～ 

                                

９月４日（月）から 15日（金）：茨城大学、29日（金）まで：茨城キリスト教大学の学生が教育実

習を行いました。子供たちと遊んだり、授業実習を行ったりして充実した日々を過ごすことができま

した。 

 

９月 26 日（火）27 日（水）の清掃の時間に、校庭の除草作業と小石拾いを行いました。夏休みの

間に、たくさんの草が生えてしまいました。また、先日の大雨で、グランドの小石が目立っていまし

た。クラス毎に場所を決めて、草抜きや小石拾いをしました。６年生は草抜きの後、たくさんの草を

片付けました。さすが最高学年です。 

９月 20・27日（水）のクラブ活動の時間に、市スポーツ振興課・パンポン協会のご協力により、パ

ンポン講習会を行いました。運動クラブの児童は、夢中になってサーブ練習をしたりゲームを行った

りしました。 


